
6月 五一て。� 
r--¥. 

'90第240号� 

5月24日，西岡・掛谷地区の方が堤防ぞいの空き缶

拾いをしました。

集められた量は，わずか30介の問に袋20杯。

私たち一人ひとりの心掛けで町は美しくなります。

きれいな町を守りましょう 。 6月号

町民のうごき
世帯数� 1，985戸人口 男� 3，735 女� 3，953 計� 7，688(平成 2年� 4月30日現在)� 

出生 男日 女�  6計� B・死t 男� 3女� 1計� 4・転入男16女� 7計23・転出 男18女21計39 (平成 2年� 4月中)

広報かつうら� 6月号=240・平成� 2年� 6月1日発行 編集と発行勝浦町総務課 側でんわ(08854)2 -2511 f

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
環境週間

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第240号 カゐ ザフ つ ら 平成� 2年� 6月1日 (2) 

窃抱た13経験
おりま世んか?

¥ー 

「
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Oあき缶ガ，投げ措てられない Oやめよう，車からのポイ措て

環境づくりをしぎしよう。� 道路上，フェンス内，側溝な

どゴミや空き缶ガ目立ちます。

01ωづかいひとつで，大切な資 いつも行き来する道路をい疋わ

一
勝
浦
町
内
に
は
、
現
在
七
十
五
か
所
の
清
涼
飲
料
自
動
販
売
機
が
一
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美しくします。

一
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
設
置
業
者
の
方
々
に
県
道
沿
い
の
あ
き
缶
集
収
に
ご
協
一

一
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
は
後
を
絶
ち
ま
一

一
せ
ん
。

一
缶
飲
料
の
消
費
量
増
大
に
伴
い
、
空
き
缶
の
問
題
は
ま
す
ま
す
大
一

一
き
く
な
り
ま
す
。

一

一

ア

ン

ケ 

ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
空
き
缶
を
投
げ
捨
て
た
経
験
一

l

O

一
の
あ
る
人
は
、
全
体
の
三 

ぼ
の
中
や
草
む
ら
に
か
な
り
た
く

さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。

歩
い
て
い
る
人
は
あ
ま
り
見
か

け
ま
せ
ん
が
、
車
か
ら
の
ポ
イ
捨

て
が
多
く
気
を
つ
け
て
欲
し
い
で

す
ね
。無

昔 
ω
識
に
捨
て
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

横
尾
ソ
ヨ
ミ
さ
ん

最
初
の
頃
は
つ
ぶ
れ
た
缶
、
古

い
缶
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
頃
は
新
し
い
缶
が
ほ
と
ん
ど
で

す。
毎
月
一
回
拾
っ
て
い
ま
す
が
、

交
通
量
が
多
い
た
め
か
ゴ
ミ
袋
二

袋
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
量
的
に
は

減
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
が
、
家
の

な
い
草
む
ら
な
ど
に
は
ま
だ
ま
だ

た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。

空
き
缶
も
多
い
の
で
す
が
、
び

ん
も
毎
月
二
十 

四
十
本
く
ら
い

J

は
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
わ
れ
た
ら

危
険
だ
し
、
収
集
す
る
の
も
大
変

で
す
。
空
き
缶
を
入
れ
る
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
れ
て
下

さ
い
。

パ
|
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

一

中

に

あ

な

た

は

入

っ

て

い

ま

せ

ん

か

?

一

古
山
博
さ
ん

一
年
間
す
っ
と
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
最
初
の
頃
か
ら
比
べ
て
あ

ま
り
減
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。毎

月
一
回
拾
っ
て
い
ま
す
が
、

ゴ
ミ
袋
一
杯
半
く
ら
い
は
拾
っ
て

い
ま
す
。
人
家
の
あ
る
と
こ
ろ
は

比
較
的
少
な
い
の
で
す
が
、
田
ん

i
L 

源ガリサイクルできます。 りましよう。� 

01山ないわずかな人だちのため
O持ち帰ろう自分のゴミ

にあき缶ガ敵乱し，それを清
自分の出したゴミは，持ち帰

掃するために多くの人々の苦
るか近くのごみ箱に入れるよう

労を必要としぎす。� 
にしましょう。ちょっとした山

配りガ，� I11や山や，そして街を

Oポイ捨て防止のためのボラジ

ティア活動に積極的に参加し

ましょう。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
あなたは経験ありませんか
美しい勝浦町を守るため次のことに気をつけましょう

MUS04
テキストボックス
空き缶拾いにご協力いただいている自動販売機設置者の声



、、

供
か
ら
家
族
へ
、
友
達
へ
と
、
環

霊
突
化
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
月
二
十
二
日
、
沼
江
保
育
所

園
児
が
、
保
育
所
周
辺
の
空
き
缶

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
か
ら
。
空
き
缶
h
H

の
こ
と

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
後
、

さ
っ
そ
く
空
き
缶
拾
い
、
「
あ
っ
た
」

「
き
た
な
い
な
あ 

」
「
ょ
う
け
落

J

ち
と
う
な
あ 

」
と
言
い
な
が
ら
、

短
時
間
で
袋
五
杯
分
の
ゴ
ミ
、
空

j

き
缶
が
集
ま
り
ま
し
た
。
「
球
箱
む
は

・
:
」
と
聞
い
て
も
「
わ
か
ら
な
い
」

と
の
返
事
で
し
た
が
、
園
児
の
心

の
中
に
は
「
空
き
缶
は
捨
て
た
ら

い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
、
子

ぐ併をすてr';r'(¥で¥ 
、々7V¥なっtrたJ

/ブ


三れい、日工河


地域の清掃はみんなの手で

全町一斉清掃日� 

6月3日・� 7月1日フ仁� f 8月5日・� 9月2日

¥一 ofv'i':::-;γタレ
※一戸に一人は必ず出て保健部長さん等の指示に従い.

各地域の実情に応じた取り組みをして下さい。

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
空き缶のポイ捨て
沼江保育所園児が空き缶（ゴミ）拾い



第240号� カ込 つ ら 平成� 2年� 6月1日 (4) 

/③ 
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ザコ

勝浦川

「舎年も楽しい企圃を周憲しようけん窓� 1IJ 

スポーツ少年団のレクリエーションに，職場での慰安に， まだご家族

連れでぜひおこしください。� 

と き 7月21日(土)・22日(日)

ところ>⑧ 今山橋下流河川敷

①怠お，詳細については後日チラシでお知らせします。

申尾崎ひろ子歌謡ショーホ小松島市出身の新進歌手を迎え，
を21日� (土)午後5時から行います。

追伸� 

>⑧ 

>⑧ 

d 舗面孟函� 
四� 

-国

E
監J


に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
ま
し

ト
?
っ
。

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
満
開

ま
し
た

さ
ん
。

L

と
話
さ
れ
る
佐
藤
会
長

し
た
。
そ
の
後
役
員
さ
ん
が
一
週

間
が
か
り
で
苗
を
植
付
け
。

「今
年
は
試
験
的
に
植
、
え
ま
し

た
が
、
コ
ス
モ
ス
が
育
っ
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
植
え

関
口
を
美
し
く
し
よ
う
と
、
婦
人

会
本
部
役
員
さ
ん
六
名
が
、
県
道

徳
島
上
那
賀
線
、
西
岡

1柳
原
間

堤
防
側
に
町
の
花
コ
ス
モ
ス
の
植

付
け
を
計
画
。

四
月
二
十
四
日
、
畜
産
組
合
の

み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
に
雑
草
・

雑
木
が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
ま

雑
草
の
生
い
茂
る
勝
浦
町
の
玄

': 

圃，瞳匙圃 e、� 

..雑草の刈り取りをする
畜産組合・婦人会のみなさん

MUS04
テキストボックス
あゆまつり
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iJ込(5) 平成 2年 6月1日

今年弱夏館街111キ1'~ブ場?


つ ら'コ 

イノ
楽ι心、夏ιτみま世んか.

昨年オープンした前川キャンプ場に， 新たに休憩室が完成し，

あなたのおこしをお待ちしています。� 

.開設期間 7月1日"-'9月30日� 
2.施設の概要

休憩室(5人用)2棟…� T棟3，000円

(育料) (この休憩室は宿泊はできまぜん〕


テント(5人用)10張…� T張1，500円

蚊事場，バーベキューハウス，

(無料)


トイレ，シャワー室，休憩所


※育料施設 (休憩室 ・テント〉については，

使用日の5目前までに申込みをして下さい。
 

3.申込先�  勝浦町役場産業課� TEL2-2511 (C)< 

⑪;く

勝
浦
川
夏
の
風
物
詩
、
ア
ユ
漁
の

答

く
上
が
っ
た
の
で
成
育
状
態
が

良
久
住
空 

一干
 

に
な
っ

答

j

m

毎
年
三
千
五
百
人
く
ら
い
の

解
禁
が
六
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
解
禁
日
を
前
に
、
平
岡
勝
浦

川
漁
協
組
合
長
さ
ん
に
今
年
の
状

況
等
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た 
0

.
今
年
の
ア
ユ
の
成
育
状
況
は

答

今
年
は
例
年
よ
り
水
温
が
早

方
が
ア
ユ
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
将
来
も
ず
っ
と
楽
し
む

た
め
に
は
、
ま
ず
川
を
守
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守

り
、
釣
り
を
し
た
後
の
整
理
整

と
ん
を
し
て
、
み
ん
な
が
楽
し

め
る
よ
う
な
雰
囲
気
を

な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。

て
い
ま
す
。

-
今
年
特
に
予
定
し
て
い
る
こ
と

-
稚
ア
ユ
の
放
流
状
況
は

は
あ
り
ま
す
か

特
別
行
事
と
し
て
、
六
月
三

答

稚
ア
ユ
は
全
部
で
八 

放
流

し
、
三
回
に
分
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。
数
と
し
て
は
今
年
が
一

番
多
く
し
て
お
り
、
豊
漁
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

-
今
年
初
め
て
釣
り
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
手
続

答
き
が
い
る
の
で
す
か
。

t

日
二
日
の
み
)
午
前
十
時
か

ら
、
上
勝
町
で
友
釣
り
区
域
を

解
禁
、
(
会
費
一
日
五
千
円
)
友

釣
り
愛
好
家
が
県
下
で
初
め
て

行
う
も
の
で
す
。

組
ム
員
以
外
の
方
は
遊
漁
証

が
必
要
で
す
。(
釣
具
庖
ま
た
は
、

漁
業
組
合
で
売
っ
て
い
ま
す
。)

・
釣
り
を
楽
し
む
方
に
、
特
に
気

を
つ
け
て
欲
し
い
こ
と
は

F

」
わ
さ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今年の夏は前川キャンプ場で楽しい夏してみませんか

MUS04
テキストボックス
六月十五日勝浦川アユ漁解禁



平成� 2年� 6月1日 (6) 'コカミ つ ら

a
風
水
書
に
備
え
よ
う

春
の
藍
綬
褒
章
受
賞

第240号

風
水
害
か
ら

避
難
す
る
と
き
の
心
得

自
治
体
や
消
防
署
で
は
、
風
水

害
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
避
難
の
指
示
は
早
め

に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
指
示

が
な
く
て
も
、
早
め
に
避
難
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

a

(
山

西 
)

大

今
年
の
春
の
褒
章
が
去
る
四
月

二
十
九
日
に
発
表
さ
れ
、
本
町
で

西� 

勝

幸
さ
ん

今
年
も
梼
雨
期
を
迎
え
ま
し
た
。

風
水
害
に
よ
る
被
害
を
最
少
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
防
災
に
つ
い
て

の
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
消
防
機
関
に
協
力
す
る
と
共

に
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
が
守
る
」
と
い
う
自
主
防
災
の

意
識
を
持
ち
、
地
域
ご
と
に
団
結

し
、
組
織
的
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

風
水
害
に
備
え
て
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

は
大
西
勝
幸
さ
ん
が
、
藍
綬
褒
章
一

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

一

.\~ 、 徳

島

連 県� 
a市 ニ

ふ~
村
町

(生

名

)

大
西
勝
幸
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一

八
年
二
月
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き
一

に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
一

在
職
し
、
地
域
住
民
の
基
本
的
人
司

権
の
擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

山� 表 挙� 
-彰管

良 理
受委
賞 員� 

avhl - 司
 

Z
a

玄

章
さ
ん

こ
の
賞
は
多
年
に
わ
た
り
選
挙
一

事
務
に
従
事
し
、
そ
の
功
績
が
特
刊

，

、
臥
も

以
討
'

V9
A .

¥
y

I~'-、:1 

d
a 

-，・軍司闘~111 

⑥避難ヨースは ⑦ ゴム長靴は不 ⑧服装は身軽で ⑨子どもは浮き ⑬懐中電灯を忘

歩きなれた道を 向き(はきなれ 暖かいものを(ふ 袋、赤ちゃんは れずに(避難が

(ふなれな道で た運動靴などで だんより多めに ベビーパスに入 夜になることも

は恩わぬ危険が)。 底のj車いものを)。 着て暖かく)。 れて。� ある)。

選挙 選

-避難するときのポイント

は
め 
r
-

可

羽
忘
匂 

物

と 

兵
芸
壬

荷

ま

ぷ

勺

④

に

凶

戸
に
。

淵

、
ず
司
'

i

i

末

れ 

5

6

5

始

忘

戸

、

の

を

「

仙 

ヨ
医

B
E

tb
h

d
r
u
u

d

M

F
L

m
z

V
L
F

A
U

限

。、

;


バ
，
、
っ
，
ミ

最
ょ
ぬ
河
ザ
出
弐
凶
問
ぺ

⑤家族はロープ

につながって(単

独行動を避けるL

R
b
A
1
u
n

①
造
成
地
-
丘
陵
を
切
り
崩
し
て

つ
く
ら
れ
た
造
成
地
は
豪
雨
に

あ
う
と
地
盤
が
ゆ
る
み
崩
れ
る

危
険
が
あ
る
。

②
扇
状
地
:
山
間
部
を
集
中
豪
雨

が
襲
い
、
山
崩
れ
が
起
こ
っ
た

ら
危
険
。

③
山
間
部
・
・
山
間
部
に
豪
雨
が
あ

る
と
、
鉄
砲
水
や
山
崩
れ
の
危

険
が
。
と
く
に
樹
木
の
少
な
い

山
で
は
要
注
意
。

④
河
川
敷
:
・昔
、
河
川
敷
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
が
住
宅
地
に
な
っ
て

丸

火

り

③

締 

丸
山
さ
ん
は
四
月
十
六
日
、
徳

島
市
で
行
わ
れ
た
定
期
総
会
で
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

選第
 

に
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
方
に
日

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

同

丸
山
さ
ん
は
昭
和
五
十
五
年
四
明

月
に
選
管
委
員
に
就
任
、
昭
和
五
日

十
九
年
四
月
か
ら
委
員
長
に
就
任
一

し
、
今
日
に
至
る
ま
で
選
挙
事
務
引

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

'"V包p

こ
ん
亀
婿
所
が

い
る
場
所
で
は
、
思
わ
ぬ
洪
水

逃墨鱗 選9

-aah

iI 

を
招
く
こ
と
が
あ
る
。

①正確な情報を ②子どもやお年

つかもう 。 寄りを優先。

、司/
・、-

噂い

MUS04
テキストボックス
春の藍綬褒章受章

MUS04
テキストボックス
徳島県市町村選挙管理委員会連合選挙表彰受賞

MUS04
テキストボックス
避難するときのポイント
風水害に備えよう



(7) 平成  2年 6月 1日 カミ ずコ つ ら 第240号

一一
家
濃
い
消
火
器
具
を
備
、
そ


設

初
期
一
消
火
じ
役
立
三
品
、
つ
ノ
・


ー
も
し
あ
な
た
の
家
か
ら
火
、
か
出
た
と

し
た
ら
、
あ
な
だ
は
ど
う
し
ま
す
か
|

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
時
ち
ょ

っ

と
見
渡
し
た
だ
け
で
も
、
灯
油
、

天
ぷ
ら
油
、
紙
、

衣
類
な
ど
燃
え

や
す
い
物
が
は
ん
ら
ん
し
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
す
ぐ
火

災
に
つ
な
。か
つ
て
し
ま
い
ま
す
。

家
が
焼
け
落
ち
て
し
ま
う
よ
う

な
火
災
で
も
、
火
災
の
初
期
に
は

消
火
す
る
チ
ャ
ソ
ス
は
十
分
あ
り

ま
す
。

た
ば
こ
が
灰
皿
の
中
で
く
す
ぶ
っ

て
い
る
程
度
な
ら
、
子
ど
も
で
も

簡
単
に
何
も
使
わ
ず
消
す
こ
と
が

こ
う
し
た
火
災
の
初
期
消
火
を

き
く
な
り
、
カ
ー
テ
ン
や
障
子
に

燃
え
移
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

も
は
や
パ
ケ
ツ
な
ど
の
水
で
は
、

大
人
で
も
消
す
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
時

で
も
、
天
井
に
炎
が
届
く
前
に
消

火
器
や
消
火
用
具
を
正
し
く
使
用

す
れ
ば
、
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
の
火
が
大

行
う
た
め
、
消
火
器
や
消
火
用
具

な
ど
を
家
庭
内
に
設
置
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

(
消
火
器
の
問
い
合
わ
せ
は
、
地

元
消
防
団
へ 
)

消火器は初期消火に欠かせません。 日ごろから、そ

の使い方をよく知るとともに、いざという場合、すぐ

役立つように整備・点検しておきましょう 。

社
会
総
合
求
学

4子
習
日
の
お
知
ら
せ

習
堂
学
級

六
月
八
日
(
金
)

六
月
二
十
二
日
(
金 
)

午
後
七
時 

午
後
九
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

墨
絵
学
級

書
室六

月
七
日
(
木
)

六
月
十
七
日
(
日
)

時
同

午
後
七
時
三
十
分 

午

後
九
時
三
十
分

場

所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

短
歌
山
[
子
級

書
室七

月
十
四
日
(
土 
)

午
後
一
時

題
「
ア
ソ
テ
ナ
」

出
詠
締
切
日
六
月
二
十
日

消火器を備えているとい
(粉末消火器・強化液消火器)・

っても、おきっぱ怠しlこし E~l'~~初Il G珂Jr;圃

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
新
築

てはいませんか。いざとい

うときの準備に、 1か月に

T回は点倹を。 

.佐官Z主主r""l;::

一
般
火
災

骨四
 

V

ラ
ベ
ル

電
気
火
災

骨

e
ラ
ベ
ル

油

火

災

申昌
一
フ
ベ
ル

の
頬

災
稽

火

諜

③ tI-~品

工
事
に
伴
う
社
会
体
育
館
の

と
り
こ
わ
し
に
つ
い
て

治体 
企九九切望事E晶、

新
体
育
館
建
設
工
事
に
伴
い
現

@ レバーを握って噴射@安全ピンを @ホースをはずして

在
の
社
会
体
育
館
は
六
月
下
旬
に

火元に向ける

と
り
こ
わ
さ
れ
る
予
定
で
す
。

新
体
育
館
が
完
成
さ
れ
る
ま
で


Z-E 1閣 軍曹元・沼周司困層1);

の
問
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す


が
、
ご
理
解
ご
協
力
下
さ
い
。


な
お
、
新
体
育
館
の
完
成
は
平

成
三
年
二
月
末
の
予
定
で
す
。

場時
所問

J
J

j
u

やや腰を落と 燃え上がる炎や煙

して，姿勢を にまどわされずに

なるべくイ邑〈 。 燃えているものに

熱や煙を避け ノズルを向け.火

るように構え の根元を掃くよう

る。 に左右に振る。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
消火器消火器具を備えて
初期消火に役立てよう

MUS04
テキストボックス
消火器の使い方
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らしの中の人権

い
う
事
会
大
が
隠
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

つ
ま
り
人
権
や
同
和
問
題
に
つ

い
て
の
正
し
い
認
識
を
持
た
な
い

と
こ
ろ
か
ら
く
る
同
調
型
の
差
別

で
あ
り
、「
勢
い
が
つ
い
て
」
言
っ

た
と
い
う
も
の
の
、
実
は
そ
の
源

を
た
ぐ
っ
て
い
く
と
、
発
言
者
の

中
に
ひ
そ
ん
で
い
る
差
別
意
識
に

と
同
時
に
、

比
較
し
て

も
の
を
言
う

「
お
姉
ち
ゃ
ん
は
よ
く

で
き
る
の
に
」
「
あ
の
子
に

比
べ
る
と
」
と
い
っ
た

「
比
較
す
る
言
窒
は
、

あ
る
効
果
を
期
待
し
て
よ

ど
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

比
較
す
る
こ
と
が
、
わ
が

子
や
ぞ
の
子
の
幸
せ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個

性
・
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
ぬ
き
に
し
て
、

一
部
分
だ
け
を
見
て
人
間

の
価
値
・
生
き
方
を
見
ょ

う
と
し
な
い
こ
と
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。
比
較
す
る

と
い
う
こ
と
が
「
ダ
メ
な

子
」
と
位
置
づ
け
、
人
間

と
し
て
の
価
値
を
決
め
つ

け
て
い
く
。
ま
し
て
、
こ

れ
ら
の
言
葉
が
子
ど
も
の

心
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
、

意
欲
の
喚
起
や
励
ま
し
に

な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
「
わ
が
子
さ
え
よ

け
れ
ば
」
と
い
う
心
の
底

に
は
、
他
人
は
ど
う
あ
れ
、

自
分
だ
け
の
利
益
や
幸
福
を
追
求

す
る
と
い
う
形
で
の
自
己
中
心
的

な
価
値
観
・
幸
福
観
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
意
識
は
、
学
力
や
運
動
の
遅

れ
て
い
る
子
、
自
分
よ
り
不
幸
な

人
を
下
に
見
下
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
幸
福
観
や
満
足
感
ゲ
乞
味
わ

う
と
い
う
差
別
意
識
に
他
な
ら
な

い
の
で
す
。
こ
う
し
た
差
別
の
心

情
が
む
き
だ
し
に
し
た
親
に
子
ど

も
が
反
発
し
た
り
、
疑
問
を
持
っ

た
り
し
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
子

も
親
同
様
に
も
の
ご
と
の
本
質
が

見
え
ず
、
誤
っ
た
価
値
観
や
空
福

観
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。つ 話�  

こt、、
:C勢
芸い
っカザ

て

「
話
に
勢
い
が
つ
い
て
し
ま
っ

て
・
:
」
と
い
う
弁
解
が
よ
く
な
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
意
識
の
中
に
存

在
し
な
い
考
え
が
、
は
ず
み
で
言

葉
と
な
っ
て
飛
び
出
し
て
く
る
な

ど
と
い
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

カ為
。差

別
的
な
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る

背
景
に
は
、
偏
見
や
差
別
的
な
考

え
方
が
心
の
奥
深
く
に
潜
在
し
、

根
づ
い
て
い
て
、
そ
の
言
葉
が
使

わ
れ
る
社
会
を
容
認
し
て
き
た
と 

突
き
当
た
り
ま
す 
P

周
り
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
「
赤
信

号
み
ん
な
で
渡
れ
ば
恐
く
な
い
」

と
、「
み
ん
な
に
従
っ
て
い
る
の
が

無
難
」
だ
と
す
る
保
身
術
や
主
体

性
の
な
さ
を
示
し
て
も
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
こ
と
が
同
和
問
題
の

解
決
を
遅
ら
せ
、
差
別
の
本
質
を

覆
い
か
く
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
「
赤

信
号
み
ん
な
で
渡
れ
ば
恐
く
な
い
」

式
の
同
調
型
差
別
を
な
く
す
た
め

に
は
、
同
和
問
題
を
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
、
偏
見
を
包

み
隠
し
た
世
間
的
な
常
識
を
疑
っ

て
み
る
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

無
神
経
に

気
が
つ
か
な
い

人
間
の
考
え
と
い
う
も
の
は
、

環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ

る
も
の
で
す
。
家
庭
環
境
や
教
育

環
境
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
職
場

や
地
域
の
環
境
の
中
で
も
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
周
囲
の
考
え

方
に
な
じ
ん
で
し
ま
い
、
誤
っ
た

差
別
意
識
さ
え
も
平
気
で
受
け
入

れ
、
疑
っ
て
み
る
こ
と
を
し
な
く

な
る
傾
向
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
領
神
経
に
も
気
が
つ
か
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
し
て
い
え

ば
、
無
神
経
に
な
る
ま
で
に
体
質

的
に
差
別
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
自
分
の
意
識
の
中

に
差
別
の
回
路
が
薄
っ
ぺ
ら
な
常

識
と
し
て
定
着
し
て
い
て
、
何
の

抵
抗
感
も
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。従

っ
て
、
「
無
神
経
に
気
が
つ
か

な
い
」
で
差
別
的
言
動
を
と
る
こ

と
は
、
知
っ
て
い
て
差
別
す
る
こ

と
よ
り
も
む
し
ろ
恐
ろ
し
い
こ
と

で
、
そ
の
周
囲
に
及
ぼ
す
害
悪
も

よ
り
危
険
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
心
の
あ
り

ょ
う
か
ら
は
、
差
別
を
見
抜
く
こ

と
は
お
ろ
か
、
罪
悪
威
干 

J

ら
持
た

ず
に
差
別
を
ふ
り
ま
い
て
、
結
局

は
差
別
者
の
立
場
に
身
を
置
い
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

啓
発
ス
ラ
イ
ド

「
言
葉
と
差
別
パ足りふ

 
ト 

」
か
ら

l

Hw
w
v

=飼い犬は必ずつないでください= 6月定例心配ごと相談

日 時� 6月8由佳)・6月22日(金)

午前10時~午後� 3時⑮駄で震不用犬買い上げ日
内容 人権・行政・厚生・福祉� 

6月6自体) 場所 住民福祉センター� 2~皆 

6月20日(7jc) 成犬� 300円小犬�  100円 (平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。) 

¥‘ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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カ込 つ ら 第240号ザコ

第1国家庭婦人バレーボール

教室と審判講習会

初J山者にはやさしく，知っている人に

はそれなりにご指導します。

ふるってご参加ください。

-と き 6月3日(日〉

午後ア時� 30分から

-ところ 勤労者体育館(横瀬)� 

esIY: 装 運動のできる服装

体育館シューズ

-参 力日 22歳以上の既婚女性

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
結
成

平
成
五
年
に
聞
か
れ
る
東
四
国

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

国
体
の
デ
モ
ス
ポ
行
事
の
ひ
と
つ
、

す。

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

選
任
さ
れ
た
役
員
の
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

国
体
勝

マ
会
長
中
瀬
博
文
(
横
瀬
)


浦
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

マ
副
会
長
呑
口
和
昭
(
横
瀬
)


会
」
が
五
月
十
日
結
成
さ
れ
ま
し

幸
山
和
子
(
棚
野
)


V
競
技
の
普
及 

マ
審
判
養
成
部
長
椎
野
和
幸

選
手
の
育
成
強
化
V
審
判
員
の
養

(
坂
本
)

成
を
目
的
に
、
毎
月
一 

J
二
回
程

マ
選
手
育
成
部
長
貞
岡
八
重
子 

V

た
。
こ
の
会
は

本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
向
け
て
、「

家
庭
婦
人

顧
マ

問

十宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

五
月
の
広
報
で
お
知

ら
せ
し
た
よ
う
に
、
東

四
国
国
体
の
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
の
選
手
、
監

督
を
町
内
の
ご
家
庭
で

泊
め
て
い
た
だ
く
民
泊

の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す。
各
ご
家
庭
に
宿
泊
ア

ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ビームライフル講習会
『¥� 

Oあ怠だも撃ってみませんか?

今月は、	 6月16日出� 13時-21時� 
6月30日出� 13時-21時
住民福祉センタ一三階ホール

都合の付く時間に参加してください。

度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
「
審
判
講

習
会
合
開
催
す
る
計
画
で
す
の
で
、 

(棚
野
)

山
田
善
章
(
坂
本
)

近

島

実

施

、~
。
 お待ちしています。

東四国国体徳島県マスコット

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国体に向けてＧＯ



O
袋
の
口
は
ひ
も
で
結
び
名
前
を

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

ビ

ニ

ル

・

発
泡
ス
チ
ロ

c 

0) (1カ込

O
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た

第� 240号 フ ら 平成� 2年� 6月� 1日

宮

回
※ 
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ご
み
収
集
手
数
料
改
定


~"ラ
ZFa，Jらa_ 1I 

t6_fT 


d 修会ヨ，� 
Z Z空

7

ず ?
な� 

¥」

O

ずコ

/青¥
実� lし¥I 
野 ¥袋/
手
ム燃

γ
早 え� 

る‘

の
区
別
を
し
て
下
さ
い
。

て
下
さ
い
。 

。
生
ゴ
ミ
は
充
分
に
水
切
り
を
し

書
い
て
下
さ
い
。

場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。 

大」い
。 

ヲ
 
ι'
τ 


き1;%

111，=ラ
 

と
水
分
の
多
い
も
の
は
、
水
分

を
よ
く
切

っ
て
下
さ
い
。

負
担
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
の
指

定
し
た
袋

一
枚
に
つ
き
二
十
五
円

に
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
袋
の
代
金
で
な
く
ご
み
の
収
集

を
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。)

一
袋
十
枚
入
が
二
百
五
十
円
で

す
の
で
、
十
枚
単
位
で
地
区
の
保

健
部
長
さ
ん
に
手
数
料
を
納
め
ゴ

ミ
袋
を
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
時
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」
に
つ
い

て
さ
ら
に
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
く
次
の
点
に
ご
留
意
下
さ
い
。

ご
み
収
集
手
数
料
を
公
平
に
ご

営
農
基
礎
学
習
講
座

受
講
者
募
集
/

営
農
基
礎
学
習
講
座
と
は
、
普

こ
の
事
岩
木
に

つ
い
て
は
国
の
施

策
に
基
づ
き、

一
昨
年
佐
民
か
ら
実

O O

施
し
て
い
ま
す
が
平
成
元
年
度
は

約
三
十
五
回
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
廃
園
や
植
林
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
悪
く
園
と
し

て
の
放
棄
も
や
む
を
得
な
い
一
面

も
あ
り
ま
す
が
、
先
祖
伝
来
の
畑

地
が
山
に
戻
る
こ
と
は
非
常
に
淋

し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
事
業
は
本
年
度
も
続
け
ら

れ
る
予
定
で
す
が
、
や
む
を
得
ず

伐
採
を
す
る
場
合
で
も
、
で
き
る

限
り
他
果
樹
や
他
作
物
を
栽
培
す

る
よ
う
に
し
、
将
来
と
も
農
業
生

産
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま

|
レ
類 

す
。
作
付
す
る
品
目
に
つ
い
て
は

技
術
員
の
方
々
に
お
た
ず
ね
下
さ

燃
え
る
ゴ
ミ

・
燃
え
な
い
ゴ
ミ

袋
は
必
ら
ず
フ
ェ

ン
ス
の
中
へ

い
。
あ
な
た
の
家
の
経
営
内
容
と

入
れ
て
下
さ
い
。 

労
働
力
の
量
と
質
、
現
地
の
状
況

粗
大
ゴ

ミ
は
事
前
に
焼
却
場
へ

等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
品
目
を
選

定
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
事
業
に

つ
い

て
は
、
実
際
の
伐
採
が
来
年
の

一

命
川
V
4燃え
な
い
コ
、

※
次
の
種
類
こ
と
に
分
け
て
下

さ
い
。
ガ
ラ
ス
・
ビ

ン
類

・
か

ん
類

・
く
さ

・
針
金

・
ス
プ
レ

O

ー
か
ん 

(破
裂
す
る
危
険
の
あ

る
も
の
は
、
{
八
を
あ
け
て
下
さ

い
)
等
。

l
ル

局
明
⑧
4
者ピニ 

町
の
指
定
し
た
袋
で
出
し
て
下

電
話
の
う
え
直
接
運
ん
で
下
さ

一
一|
四
一一一

八
)

月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
式

な
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
八
月

中
旬
以
降
と
な
る
予
定
で
す
。
今

年
度
に
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
十
分
ご

家
族
で
話
し
合
い
を
し
、
将
来
に

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下

支」い。な
お
、
本
事
岩
木
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
与
川
内
地
区
以
東
の
大
多

数
の
果
樹
園
は
、
畑
総
事
業
等
の

土
地
改
良
事
業
に
関
係
し
て
い
る

園
地
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
園
地

に
お
い
て
は
伐
採 

(廃
園
)
の
み

は
よ
い
が
、
植
林
を
す
れ
ば
補
助

金
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
植
林
は
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

通
の
農
事
研
究
会
と
は
内
容
を
少

し
異
に
し
、
農
業
を
始
め
ら
れ
た

初
歩
の
方
(
蓋
実
新
盟
柔
事
、

農
業
以
外
の
職
に
つ
い
て
い
て
新

し
く
農
業
を
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
)

ま
た
、
農
業
に
従
事
し
て
い
て
も
、

も
う
一
度
基
礎
を
し

っ
か
り
習
い

た
い
方
等
を
対
象
に
、
農
業
の
基

礎
知
識
を
中
心
に
学
ぶ
学
習
講
座

で
す
。

本
年
度
は
第
一
回
目
を
二
十
二

日
頃
に
、
ま
た
第
二
回
目
以
降
も

毎
月
下
旬
噴
に
開
講
い
た
し
ま
す

の
で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

今
月
の
十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

一
、
開
講
日

月
に
一
回

二
十
日 

二
十
五
日
の
聞
の

J

午
前
中

二
、
内
容

果
樹

・
野
菜

・
水

稲
・
生
活
霊
童
守
。

三
、
場
所

主
と
し
て
農
業
セ

ン
タ 

二
階

l

四
、
受
講
料

五
、
申
し
込
み
先 年

間
一
千
円

・
農
業
改
良
普
及
所

宮

二
|
一
二
九
八 

.
農
業
セ
ン
タ
ー

宮

一
丁

三
三
五
八

争『争ー←『争ー� ........司令ー
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勝
浦
町
更
生
保
護
婦
人
会

結
成
さ
れ
る

ー
ま
ず
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
�
 か
ら

|

さ
る
三
月
三
十
日
、
勝
浦
町

L

る
と
思
い
ま
す
。
地
域
が
一
体

と
な

っ
て
未
来
を
担
う
子
供
た

ち
を
正
し
く
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
子
供
た
ち
の

「
お
は
よ
う
」
を
待
つ
の
で
な

く
、
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、

大
人
か
ら
「
お
は
よ
う
」
の
こ

と
ば
を
か
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
町
更
生
保
護
婦
人
会

会

長

大

谷

和

恵

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

設
立
総
会
を
開
催
し
、
本
町
に

も
更
生
保
護
婦
人
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

本
会
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と
を

J

目
的
と
し
、
会
員
五
十
名

(各

地
区
か
ら
二
�
 三
名
)
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
べ
母
と
し

て
、
ま
た
婦
人
と
し
て
の
立
場

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ま
ず
は
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
で
き
て
い
る
子

も
多
い
の
で
す
が
、
ま
だ
で
き

て
い
な
い
平
す
も
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て

で
き
な
く
な
っ
て
く
る
よ
う
で

す。
あ
い
さ
つ
一
つ
で
お
互
い
が

気
持
ち
の
よ
い

一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
と
の

)
 

つ
な
が
り
が
深
ま
る
と
と
も
あ

-(
 

農
業
研
修
海
外

派
遣
生
募
集

食
応
募
者
の
資
格
�
 

ω高
等
学
校
卒
業
又
は
�
 」れ
と
同

等
の
学
力
を
有
し
、
現
在
農
業

経
営
に
従
事
し
将
来
も
継
続
し

て
農
業
に
従
事
す
る
と
見
込
ま

れ
る
方
で
、
帰
国
後
農
業
実
践

活
動
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら

れ
る
農
業
者

明
確
な
実
習
目
的
を
持
ち
、
希

望
業
種
に
関
す
る
基
礎
的
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
方

ωω健
康
で
継
続
的
農
業
労
働
に
耐

え
る
こ
と
の
で
き
る
体
力
と
精

神
力
を
も
っ
方

ω性
格
が
明
朗
で
協
調
性
及
び
自

主
性
が
あ
り
た
く
ま
し
い
実
践

力
を
有
す
る
方

食
募
集
及
び
選
考

毎
年
五
月
J
七
月
に
募
集
し
、


九
月
に
選
考
が
行
わ
れ
派
遣
者


を
決
定
す
る
。


P

-
講
習

派
遣
国
別
に
、
十
日
か
ら
二


十
六
日
間
の
派
遣
前
講
習
の
受


講
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。


-

経

費
県
は
、
経
費
の
一
部
を
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
負
担
す
る
。
�
 

派遣先国

米国本土

米国ノ、ワイリ・|、|

西ドイツ

デンマーク

スイス(男)

スイス(女)

オラン夕、

フランス

ニュージーランド

カナダ

実習生業種

酪農，肉牛，養豚，養鶏，果樹，

柑橘，一般畑作，野菜，観貧困芸

花き，野菜

酪農，養豚，果樹，花き，野菜

酪農，養豚，養鶏

酪農，養豚，果樹，花き， 野菜

酪農，養豚，畑作，野菜，果樹

(但し，ほとんどの農家が，耕種

畜産の複合)

酪農，花き(鉢物).観賞園芸

酪農，肉牛，養豚，畑作，果樹，

野菜，花き，苗木

果樹，酪農，花き

酪農

事業の種別
派遣
期間

(l)米国本土派遣事業
2年制派遣� 

2年

(2)米国ノ、ヮィ 1'1'1派� 
1年

造事業

(3)欧州派遣事業
ア.西ドイ ツ派遣
イ� .デンマーク，� 

l年
スイス，
オランダ派遣

ウ.フランス派遣� 

(4)女子スイス派遣� 
1年

事業

(5)大洋州派遣事業
ニュージーラン� 1年
ド派遣� 

(6)カナダ派遣事業� 1年

対 象
出発 派遣
時期 人員

独身男子� 
渡米持19歳以上� 6月� 
30歳未満� 

男子18歳以上30
歳未満� 

男女19歳以上30 
3月

歳未満
若干名

女子19歳以上30
歳未満� 

男子19歳以上30
歳未満� 

4月

男子19歳以上30 
3月

歳未満

¥ 

派遣先国における実習生業種 事業別派遣人員及び研修期間等

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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国保の園出はお早園l之11


ザコカゐ第240号

日日かん、保険証。� 

-保険証を怠くしだとき(あるいは活れて使えな� |印かん、本人であることを証明するもの(使えな
くなったときλ� |くはつ芝保険証� L

住 宅重ご

雪度利

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

『
度� 

空身用�  i
翠体下�  
25障 さ
栴}害い

害
ま
た
は
肢
体
不
自
由 

(上
肢
機

能
障
害
を
除
く 
)
で
の

一
級
ま
た

は
二
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

(
町
民
税
均
等
割
課
税
世
帯

以
下
の
世
帯
に
限
る
)

-
助
成
対
象
と
な
る
改
造

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場

等
の
改
造
で
あ
り
、
そ
の
改
造
に

よ
り
、
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活

が
容
易
に
な
る
こ
と
。

(
同
時
に

他
の
改
造
を
行
っ
て
も
、
助
成
の

引
コ 

卜
で
背
広

・
作
業
用

・
制

刊

対
象
と
な
る
の
は
、
障
害
者
の
方

の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
部

分
の
み
)

-
助
成
額
等

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必


要
な
費
用
の
三
分
の
二
以
内
の
額


を
助
成
す
る 

(最
高
二
十
万
円 
)


.
必
要
書
類
等

…

一一



業
者
の
見
積
書
、
改
造
部
分
の

設
計
図
、
家
屋
全
体
の
見
取
図
等

%

J l

2)(1

こ
ん
な
と
き
は
必
ず


.者

…
家
内
乱
働
」
内
職
)
の
…

…

最

祇

豆

賃

改

正

…

…
 
a

に
つ
い
て

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、

日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
た
め
の

住
宅
改
造
を
行
っ
た
場
合
そ
の
費

用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
と
し

て
、
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内

容
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
役
場
住
居
福
祉
課
へ
ご
相

談
下
さ
い
。
(
本
年
は
二
件
程
度
の

助
成
予
定
で
す
。)

・
助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
視
覚
障

村

徳
島
県
労
働
基
準
局
は
四
月

日

付
下
旬
か
ら

刊 

…
④
力
子
服
(
上
衣

・
ズ
ボ
ン

・…

判
服
等
合
む
)
及
び
婦
人
服 

(ブ

刊 

…
一
フ
ウ
ス

・
ス
カ
ー
ト・

ス
ラ
ツ

引 

…
ク
ス
)
の
ボ
タ
ン
付
け

・
糸
く 

判
ず
取
り
等
(
四
月
十
九
日
改
正
)
刊 …

…
②
ゴ
ル
フ
用
手
袋

・
ソ
ッ
ク
ス 

… 

…
カ
バ 

l 
(四
月
二
十
一
日
改
正 
)
…

引
の
そ
れ
ぞ
れ
内
職
工
程
別
に
七

刊 

一
%
の
引
き
上
げ
改
正 

児
童
子� 

月四
当6 


30活

ま

日
届
U也

、のて、� 
γ 提
五出


児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
「
現
況
屑
」
を
六
月
三
十
日

ま
で
に
住
居
福
祉
課
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続
き
手

当
て
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

…
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し 
… 

…
た。

引

刊

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
徳

付 

…
島
労
働
基
準
局
賃
金
課
(
徳 
… 

…
島
五
二 
lJ
九
一
四
こ
ま
た
は
、引

引
徳
島
労
働
基
準
監
督
署
(
徳
島

村

利
一一一一
|
八
一
三
八 
)
あ
て
照
会

刊 

…
し
て
下
さ
い
。 

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
「
現
況
周
」
を
提
出
し

な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
後
日
通
知

し
ま
す
。

J

M

f 
前、 

♂

叫 

村 

/、14
fυ

#
J

mu

※
保
険
税
は
異
動
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
し
、
課
税
さ
れ

ま
す
。

引 

…
……

戸

1
4

J

一
村

dt=
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児童手当現況届の提出6月30日までに
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第� 
-IJ込平成 2 年 6 月.~ 日 3) (1

、が
た 
℃
の
作
品

〈短

歌

つ ら 240号ザコ

日
本
晴
れ
身
障
吾
の
洗
濯
物
た
た

む
家
族
に
臓
が
温
し

坂
本
西
尾
ヨ
シ
ミ

誤
字
一
つ
こ
だ
わ
り
持
ち
て
一
一
、

三
日
続
け
る
雨
の
殊
に
身
に
泌
む

坂

本

日

浦

静

藤
房
の
長
き
を
蜂
の
来
て
揺
る
る

奥
津
城
の
庭
ひ
そ
と
静
も
る

坂

本

美

馬

直

枝

さ
さ
い
な
る
誤
解
を
詑
び
る
友
が

来
て
朝
霧
晴
れ
る
山
窓
開
く

坂
本

仙
才

清

来
し
方
の
栄
も
空
し
伐
ら
れ
た
る

蜜
柑
畑
に
タ
烏
鳴
く

坂

本

福

良

伴

二


池
の
辺
を
春
日
を
浴
び
て
巡
る
鯉


晴
天
映
り
安
ら
ぎ
見
ゆ
る


横

瀬

桂

木

武

男


晴
れ
渡
る
四
国
の
道
を
ハ
イ
キ
ン


グ
春
摘
む
乙
女
五
滝
に
遊
ぶ


横

瀬

錦

内

常

一


晴
ば
れ
と
子
は
金
ボ
タ
ン
光
ら
せ


て
今
日
よ
り
学
ぶ
校
門
に
入
る


横

瀬

日

下

克

子


す
っ
き
り
と
誤
解
は
晴
れ
て
み
そ


汁
の
葱
を
あ
な
た
の
好
み
に
刻
む


横

瀬

田

中

久

子

芽
木
の
色
山
膨
ま
し
ゐ
る
朝
晴
れ

と
な
り
た
り
黄
砂
も
去
り
て

横

瀬

比

留

間

一

晴
着
よ
り
モ 
γ
ペ
が
似
合
う
と
言

う
妻
と
出
荷
の
花
に
埋
り
て
お
り

横

瀬

谷

翠

山

こ
と
わ
り
の
決
断
を
し
て
出
す
手

紙
ポ
ス
卜
の
底
に
に
ぶ
き
音
立
つ

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

「
異
状
な
し
」
医
師
の
言
葉
に
雲

晴
れ
て
惜
し
み
な
く
買
う
蘭
の
鉢

植

え

横

瀬

桜

木

千

代

子

風
切
っ
て
ペ
タ
ル
を
踏
め
ば
ブ
ラ

ウ
ス
の
肩
に
止
り
し
桜
ひ
と
ひ
ら

横
瀬
平
山
美
千
江

小
米
の
粉
さ
ら

っ
と
乾
き
急
ぎ
ざ

ま
新
蓬
追
う
日
暮
の
小
道

中
山
溝
内
高
代
美

友
達
は
遠
足
と
知
る
病
め
る
子
が

ガ
パ
リ
と
晴
れ
た
空
を
見
て
い
る

中

山

山

下

房

雄

テ
レ
ビ
に
て
心
晴
る
る
か
寝
た
き

り
の
姑
は
と
き
お
り
笑
い
声
あ
ぐ

棚

野

監

川

早

苗

朝
簡
は
何
時
し
か
晴
れ
て
稼
勢
山

も
春
の
陽
差
し
は
布
団
乾
す
手
に

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

木
犀
の
匂
い
漂
う
バ
ス
停
に
見
知

ら
ぬ
人
と
言
葉
交
わ
せ
り

棚

野

谷

新

太

郎

昇
竜
の
如
黒
雲
の
駆
け
抜
け
て
静

も
る
ダ
ム
湖
霧
晴
れ
渡
る

棚

野

田

中

茂

子

職
竿
の
穂
先
の
杉
重
育
々
と
泳
げ

る
鯉
の
申
書
く
澄
む

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

諸
々
の
胸
の
癒
え
や
悩
み
な
ど
放

り
出
し
た
い
此
の
五
月
晴
れ

棚

野

島

つ

と

む

見
舞
い
た
る
病
床
の
友
の
明
る
か

り
手
術
に
耐
え
て
微
笑
み
て
い
る

立

川

堀

梅

子

検
診
の
霧
忽
に
晴
れ
ゆ
き
て
医
師

に
深
々
と
お
辞
儀
を
な
せ
り

掛

谷

斎

藤

重

子

シ
ャ
ツ
の
白
さ
が
映
え
る
昼
の

T陽
に
木
々
の
緑
が
さ
ら
に
肱
し
き

石

原

小

林

清

美

鍵
っ
子
を
避
は
し
呉
れ
し
ブ
ラ 
γ

コ
が
落
輝
の
中
を
夙
に
き
し
め
り

横

瀬

稼

勢

広

夫

靖
国
の
桜
若
葉
の
木
洩
れ
陽
に
暫

で
大
い
に
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。

おj展j郷
願;示;土
ν:(資出
し;晶(料
ま;物� i展
すjに� i示


ご;室
協;ヘ

ヵ:め

を

待
望
の
町
立
図
書
館
が
役
場
の

東
側
に
建
設
さ
れ
、
や
が
て
開
館

さ
れ
ま
す
。
図
書
館
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
、
延
面
積

約
九
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

一
階
に
は
図
書
室 

(
二
百
七
十
三

平
方
メ
ー
ト
ル 
)
を
設
け
、
幼
児

l

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
幼
児
の
こ
ろ

か
ら
読
書
の
習
慣
が
つ
く
よ
う
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
他
近
代
的
な
玄

関
ホ 

ル
と
事
務
室

(
六
十

一
平

方
メ
ー
ト
ル 
)
が
あ
り
ま
す
。
二

階
(
四
百
二
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル 
)

は
郷
土
資
料
展
示
室
(
二
百
二
十

七
平
方
メ
ー
ト
ル 
)
及
び
会
議
室

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
七
月
末
日

を
開
館
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の

し
作
む
亡
失
を
憶
い
て

生

名

倉

橋

ア
ノレ

出
臨
時
は
包
月
五
日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓
嫁
努
広
夫
ぎ
で

邸
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す

次
回
は
川
棚
そ
の
次
は
俳
句
と
受
代
仁
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

か
る
物
品

文
献
資
料
・
古
文
書
・
古
い
教
科

書
・
掛
け
軸
・
絵
由
・

写
真
な
ど

工

芸

品

力

・
ヨ
ロ
イ
・
騒
走

・

人
形
浄
瑠
璃
の
カ
シ

一
フ
・
彫
刻
な
ど

そ

の

他

・
古
銭

・
碗

・
皿
な
ど

生
活
用
品

出
品
物
に
つ
い
て
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
後
日
展
示
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
係
員
が
ご
担
談
に

お
伺
い
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
図
書
館
の
二
階

に
設
け
た
郷
土
資
料
展
示
室

へ、

歴
史
的
な
資
料
を
は
じ
め
、
文
化

的
、
行
政
的
な
資
料
を
展
示
し
、

広
く
町
民
に
郷
土
の
歴
史
や
文
化

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
企
画

し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
あ
な
た
の
ご
家
庭

で
展
示
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
物

品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員

会
事
務
局

(二
 

|
二
五
一
五
)
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
展
示
品

の
例

老
舌
資

料

化

石

・
石
器
・
土
器

な
ど
生
活
文
化
に
か

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
郷土資料展示室への展示出品物にご協力をお願いします
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た
き
は
な
な
お
ゆ
き
く
ん

ょ
う
へ
い
く
ん
・
ひ
と
し
く
ん

ザコ

@
G

6
0

00
 (不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)今月の健康行事� 

日

6 

曜

水

内 世円斗可

総� dEbヨh 健 診

対象者

満40歳以上の方� 

時 問

8・30-11:00

場 所

与川内市ノi工集会所

持参するもの他� 

健康手帳� 

8 金� 3歳児健康診査�  
S62.1.1-5.31までに� 
生まれた子� 

13:30-14:30 住民福祉センター 質問票，母子手l阪

11 月 日 本� I出 炎 満� 3歳以上� 13:30-14:30 坂本小学校 印鑑，料金� 500円� 

12 火 日 本� 1出 炎 満� 3歳以上� 13: 30-14: 30 勝浦郡農協倉庫� 2階 印鑑，料金� 500円� 

13 水 総 .t:回ふ 健 吾R4タb 満40歳以上の方� 8 :30-11:00 中 山八ムム~ 1it 健康手帳� 

14 木 総� 4E』ヨ 健 診 満40歳以上の方� 8 :30-11:00 農村婦人の家 健康手帳� 

15 金� 2歳児健康診査�  
S63.2.1-5.31までに� 
生まれた子� 

13: 30-14: 30 勝 浦 病 院 母子手帳

19 火 日 本 目踊 炎 満� 3歳以上� 13:30-14:30 星谷集会所 印鑑，料金� 500円� 

20 水 日 本 目出 炎 満� 3歳以上� 15: 00-16: 00 与川内市ノ江集会所 印鑑，料金� 500円� 

22 金
離乳食講 習会と�  
乳児健康診査

H 2 .1.1 -H 2 .4 . 30 
までに生まれたヂ� 

13: 30-14: 30 )勝 浦 病 院 母子手帳

27 水 先天性股関節脱臼検診� 
Hjじ.10.1-H 2 .3.31 
までに生まれた子� 

14: 30-15: 00 住民福祉センター 母子手帳

28 木 日 本 目当 炎 満� 3歳以上� 14: 00-15: 00 農村婦人の家 印鑑，料金� 500円

十
四
日
の
潜
伏
期
の
後
、
四
十

に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
て
お
く
。
�
 

O総合健診とは.� 1度に胸部レントゲン検診，胃検診，基本健診(成人病検診)を行うものです。

総合健診の中で胃検診を受診される方は，前日の午後� 9時以後と，検査当日は易茶等一切とらずにおこし

下さい。� 

O健診料・胃検診3，510円のところ500円，胸部レントゲン 191円のところ無料。基本健診(成人病検診)3，004円
のところ600円。

ただし市町村民税非課税世帯の方， 生活保護世帯の方及び，� 満70歳以上の方は無料です。

受付けでお申し出下さい。

J

3 


日
本
脳
炎
巳

か
か
ら
な
い
た
め
に

-
暴
飲
暴
食
を
さ
け
、
過
労
防
止

に
つ
と
め
、
栄
養
、
埜
褒
を
十

分
に
と
る

-
蚊
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

-
予
防
接
種
を
受
け
、
日
本
脳
炎

す
る
こ
と
さ
え
あ
る
感
紘
丞
狂
で
す
。

の
後
遺
症
を
残
し
、
時
に
は
死
亡

度
以
上
の
高
熱
、
激
し
い
頭
痛
、

め
ま
い
、
け
い
れ
ん
発
作
な
ど
の

症
状
が
一
週
間
位
続
き
、
適
切
な

治
療
を
受
け
て
も
、
運
動
の
障
害

ゃ
、
知
能
障
害
、
性
格
変
化
な
ど

月
頃
に
か
け
て
串
草
告
が
発
生
し
ま

す
。
病
気
に
か
か
る
と
、
約
四
日

て
お
こ
る
感
染
症
で
、
七
月
�
 九
J

エ
蚊
か
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

日
本
脳
炎
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ

)' 8'.，. 

月窓
 F 

喝，~た

て
V

火
，1}にゆ〆

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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グ
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
の
手
て

去
る
四
月
二

十
七
日
、
町
内

で
第
十
一
番
目

の
中
角
憂
育
班

の
結
成
式
が
中

角
集
会
所
に
お

い
て
桜
益
長
、

山
下
町
議
会
議

員
、
佐
竹
小
松

島
保
健
所
長
の

ほ
か
す
で
に
結

成
さ
れ
活
動
し

て
い
る
愛
育
班

長
等
を
来
賓
に

招
き
、
地
元
区

民
五
十
名
余
り

の
出
席
の
も
と

盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

発
起
人
の
大


上
区
長
さ
ん
か


ら
結
成
に
至
っ


た
経
過
に
つ
い


て
述
べ
ら
れ
、


健
康
は
働
く
糧


と
な
る
も
の
、


新
し
く
班
長
と


.結成を記念して� 

福
祉
事
務
所
、
保
健
所
な
ど
各
関

係
機
関
の
協
力
を
得
た
り
連
携
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
結

成
式
終
了
後
記
念
講
演
と
し
て

「
人
生
八
十
年
代
を
迎
え
て
」
と

題
し
、
徳
島
市
住
吉
四
丁
目
に
あ

な
っ
た
滝
本
信
子
さ
ん
や
班
員
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た

い
と
力
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

愛
育
班
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

自
主
的
な
活
動
を
す
る
組
織
で
す
。

地
域
の
中
に
存
在
す
る
保
健
や
福

祉
の
問
題
解
決
の
た
め
に
役
場
、 d

い支共角てなをのれか しこかどかゃう会生演園る
い援に愛くい 迎 中 ば ら 幸2つ なこ、かにに八を 」 特
た� 1fT育れ問えに幸きとぜてどでまに過な士し困却
しご後班ま題るもせていき多どた老ご っ 牛 馬 養
ま協共のしににこにいうまくの虚 い す て 代 い 主 護
す力皆 活たつあれなる字しのよ弱る か 、 と た 会 老
。を様動 。いたかる、はた課うなに 、 老 い だ 日 人 

よ方にこて り ら な 一 辛 。題に老はあ年わき 百 ホ

ろの 期れ示さ孟ど っ 抱 が介天どる期れま城! 

し暖待か 唆 け 巌 皆 辛 古 新護亙ういをるし先ム 

くかすらをて化�  1 抱 い しすだすはど長た生「 

おいるの与通社笑をう く べ れ べ 、の寿 。に仙 

願ごと中えれ会いす字 起きがき健よ社人議寿 .あいさつをする新役員さん

のふけすせ ・ て な理い 意・をたと全 土て
もきん 。て木 ふ 。い はて手 手 き手�  υ 、用芽塗
のんでプと製 き 場さいの に わ で ま 調 便 洗 蔵
莞は洗ラきの ん 角ける傷 傷ら、た理後い庫 -¥2き〈

ーっスどま と ま場に の なじ、前、を を
きてチきな ま 指し合は あ いか生に外 寸過
る乾 ツ表板 な サょがプ る 。にの必出 分信 をの 食

防だ爆ク面は 板 ツ うあド
けさ製を日 も ク 。るウ

調
理
人
は

口魚ずか にし
ぐにや手ら

入肉を帰
な
い

‘
，

原
因
と
な
る
童
品
は
い
ろ
い
ろ

三

-

'

「

』

〉

ど

!

i

ι

a
-
s14/」
事
�
 4
m
lノ

斬
�
 

4
圃

=
-
t
然
ト
�
 

d

F

/

 

d
 

't
自
�
 9
一
，
，
�
 

勺

ど
j
 
4

Z

 

E

な
コ9
-

当

』
鋭
的
�
 

飢

d
y

'
 J
 4
F

，
，
T

yサ

，

‘

戸

r
也、

使せはけ光清 なさの球
いま逆ず乾 潔 どけで菌

eJ:
る に 洗 つ
もふうた 1 申捨す性り燥 に をら�  ¥、が 要

原
因
と
怠
る
食
口
凹
�
 

て 。石まさ しれ調つ 涯 のれこと

食中毒の原因と症状

竃
 

• 

弁ぉ

・司【院
副
�
 

同
�
 

型 原因菌
症 状

潜伏(日期)間
共通 キ寺 徴

感染 型 陽炎〈鰐ピブ塩直リ直オ〉菌 胃けいれんのよう怠腹痛� 
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加えて軽<混ぜる。
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4
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刊
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1
5
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刊
日

敏
治
さ
ん
(
横

百
恵
さ
ん
(
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名

(

横

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(鎮静絡)

/一\/ー\~ー\/ー\~\~\
大小阿大上大阿大阿大大徳
字 字字字字字
三松 中三沼中棚
渓 南角勝若草南.江南角野 島
字島 字字字字字
川 東日酋西広
原市市山町浦市岡市山松市

向谷芦河堀山佐田勝吉杉政
京口谷野田回 竹 中部岡山田

6月のくらし

ヲグポイJi~情報
おぐらカステラ

もうすぐ侮雨入り。雨だれの琶を聞きなガら白さんの作つだおや

つを食べる・・・。 いかがでしょう。

・材料 上新粉� 120g ゆであずき

・作り方� 

① 卵黄は分量の砂糖を入れて，白っぽくふわりとするぎで混ぜる。

②卵白を泡立て，分量の砂糖を加え，さらに角ガ立つまでよく泡

立てる。

③①に②の半置を加え混ぜ，残りの半置をさらに加え，卵白の泡

を消さないように木ぺらでさっくりと混ぜる。

④③に上新粉をふり入れ，さっくりと混ぜ，さらにゆであずきを

大さじ7
大さじ4

3i宿
卵白の泡立ての初料…卵白� 3個

瀬野瀬

夜間毅急当番表
6 月オ日 山西医院�  2-3027 

③日 勝浦病院�  2-2555 

5 日 湯浅医院�  2-2003 

ア白 勝浦病院�  2-2555 

9 日 赤岩医院�  2-2006 

11日 勝浦病院�  2-2555 

13日 上勝診療所�  6-0302 

15日 勝浦病院�  2ーを� 555

⑪日 山西医院�  2-3027 

19日 勝浦病院�  2-2555 

21日 湯浅医院�  2-2003 

23日 勝浦病院�  2-2555 

25日 赤岩医院�  2-2006 

27日 勝浦病院�  2-2555 

29日 上勝診療所�  6-0302 

、、一

日
日

平
体

午後6時から翌朝ア時まで
午後ア時から翌朝9時まで

ご入れ15分ぐらい蒸す。
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